
下水道システムと地域循環
地域内、全国にいかにネットワークを広げるか

東京大学下水道システムイノベーション研究室 特任准教授

内閣府地域活性化・伝道師
(博士・環境科学)加藤裕之

水
食

エネル
ギー



まちの資源が下水処理場に集まる

（エネルギー、バイオマス、水）
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①Valueは何か？水循環における下水ネット
ワークを「資源を運ぶ」メディアとして考える

下水情報
※東北大・大村
名誉教授ら



②水循環の各ステークホルダーをつなぐ

目的への共感と仕組み構築(満足・経済合理性等)
少数の共感者だけでスタート



住民・消費者

下水道

農家

八百屋さん

レストラン

低コスト
栄養価・美味しい
連作障害・病害無し

低化学肥料作物
地元産
栄養価・美味

循環資源
循環経済

汚泥処分費減
使用料低減
市民との交流



○地域資源と下水汚泥を用いて肥料を製造するとともに、海苔が生長する冬季に栄養塩を多く
含んだ処理水を供給する季別運転を実施。

アスパラにつ
いて、うま味・
甘み（アミノ
酸）等の成分
が増加傾向と
の報告が有

アスパラにつ
いて、うま味・
甘み（アミノ
酸）等の成分
が増加傾向と
の報告が有

汚泥の活用（肥効特性）

処理水の活用

海苔養殖に配
慮し、成長期
の冬に栄養塩
を多く供給

海苔養殖に配
慮し、成長期
の冬に栄養塩
を多く供給

うまみ酸味 甘み

佐賀市資料

アスパラのアミノ酸含量
（mg/dl）

ちゃんとした野菜
の味がする、甘い、
調理後もしっかり
形が残ると、好評
（イタリア料理店
マスター）

害虫からの免疫力
が向上した、農薬
の使用量が半分以
下に減った（農家コ

メント）

佐賀市の取り組み概要

汚泥

処理水 処理水

堆肥

作物等供給生活排水等
下水
処理場
下水
処理場

下水汚泥の
堆肥化施設
下水汚泥の
堆肥化施設

消費者消費者

生産者
（農家・漁業等）
生産者

（農家・漁業等）

地域の食品工場で発生
する副産物を混合し発
酵促進を図ることで、堆
肥の品質が向上

高温発
酵

地域の資源循環
地産地消に貢献

堆
肥

次世代を担う
地域の子供達

と
栽培・収穫

定期的な農業
勉強会の開催

スッポン 海苔

アスパラ
キャベ
ツ

玉葱

ジャガ
イモ

丸ごとローストした玉ねぎ
は「一回使うと他の食材が
使えないほど甘い」。
イタリアンレストラン “ピッツェリ
アロータス“ （福岡市中央区）

丸ごとローストした玉ねぎ
は「一回使うと他の食材が
使えないほど甘い」。
イタリアンレストラン “ピッツェリ
アロータス“ （福岡市中央区）

レストランオーナー

生産者

大きく育って驚いた。甘
くておいしい健康野菜
を食べてみて下さい。

（佐賀市資料より）

大きく育って驚いた。甘
くておいしい健康野菜
を食べてみて下さい。

（佐賀市資料より）

ﾊﾞｲｵｶﾞｽ中のCO2等を活
用したﾐﾄﾞﾘﾑｼの培養実証

下水道のベストプラクティス は本日、江頭さんの佐賀「下水が運ぶ宝」
～環境大臣賞、国土交通大臣賞、日本水大賞ほか～

市民・農家、自治体、NPOによる共創
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6③拡散・普及(地域内も全国展開も)は、上から下(縦)、でなく
「横から横へ」口コミの場の演出、マスコミの活用

農家から農家への口コミの場



④市民と同じ目線に立つために

教育でなく、価値共有による共創
「下水道市民科学」



一つのチャレンジ～市民科学について～
Citizen Science 見えないものの見える化

世界の都市（186都市）との連携による（東京全域） GKP下水道市民科学・小堀委員提供

詳しくはGKPホームページ下水道市民科学チーム
下水道協会誌10月号で特集予定



下水道市民科学は、市民と同じ立場で、共に、地域の環境・
将来を楽しく考える⇒信頼の要素を満たす可能性※経営の安定

※20年コンセッションは、子供の子供が誕生するレベルの期間

フランスの
下水処理場
のパンフ
投資効果

横浜市、岡山市、滋賀県等の地方公共団体、Veolia 、NSC、NJS、メタウォーター、東亜グラ
ウト等の企業がGKP市民科学の勉強会に参加中

下水道と水環境への・影響を
数値化、下水道研究発表会参加



⑤地域の総合行政・都市経営として

主体は、自治体だけでなく
民間でも(アドバイザリー、官民出資会社、ESG投資・・)



水循環を都市経営の様々な要素をつなぐ、ネットワークして考えてみる

水辺景観 気温・熱 水利用 生態
公衆衛
生

健康・福祉 教育 エネル
ギー

防災

観光 農林水産

？市勝ち
史？歴史文化

中心市街
地活性



農林水
産

×

エネル
ギー

×

下水処理
水

複数分野に関係す
るほど上位政策に
なる



地元の若者による持続性、よそ者・若者・〇〇者との化学反応・共創



水防災×水環境×生態×コミュニティ

人口減での「都市空地」を、都市生活と、ありのままの自然の「つなぎ」
として形成していく～グリーンインフラ～

雨水浸透型花壇



デザイン
佐賀市・GKPアドバイザー
諸富さと子

国は「水平展開の方法論」と「幅広い視点」、各地のモチベーションアップ

〇美しい、水を見たり、触れることの人間の感性や健康への効果を考えてみる
〇各地のネットワーク(海外含めた)、全国メディア、官と民の連携政策・・・

特定地域のモデル化でなく、多種多様な地域に適用できるプロセスのテンプレートをつくる



階層・権限から→「信頼」でつなぐネットワーク型(産官学・市民)へ

ご清聴ありがとうございました


